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Ⅰ．2014年度事業計画

　電話相談の質の向上を図るとともに、24時間 365 日無休の電話相談サービスを市民や

広域の人々に提供していくことに努める。

　そのために、電話相談員の在籍数を一定以上に維持するとともに、新しい応募者の増員

を図る等、各種の対策を検討していく。

　2015 年度には、相談員の養成研修を例年通り平日に行うと共に、週末の土日に研修が

できるか、また広報手段や広報対象・時期など広く検討するなどの施策を進め、応募者の

増加を図りたい。これらの目的を達成するために、2014 年に「電話相談員増員対策検討

委員会（仮称）」を設け、取り組む。

　

１．電話相談業務
　（1）	「電話相談員増員対策検討委員会（仮称）」を設置する。

　（2）	相談員の電話相談対応の危機管理対策を充実する。

　（3）	相談員の電話相談能力を向上させる一貫として相談対応分析を充実する。

　（4）	 �「自死遺族ほっとライン」の電話相談時間を拡大するために必要な各種の準備を進

める。

２．研修会、講演会
　（1）	 �一般公開講座：相談員養成講座の一般に公開する講座には、講師に著名人を起用

して受講者の増員を図る。市民を対象に「こころの健康セミナー」（10月）、「一般

公開講座」（12月）を開催する。

　（2）	養成講座：2014 年度の 29期は水曜日を開催の基本とする（従来は木曜日開催）

　（3）	特別研修講座：3年目の研修に入る。夏に他センターとの合同合宿を実施する。

　（4）	自死遺族ほっとライン講習会：第 27期・28期および未受講者対象者に実施する。

　（5�）リフレッシュ研修：宿泊研修を他センターの相談員にも参加を呼びかけて実施する。

　（6）	 �義務スーパービジョン：今年度から「年間割り当て方式」により、相談員の予定

を確保し、12月までに全相談員の受講終了を目指す。

３．チャリティーイベント
　（1�）2014 年７月 5日：「ダ・カーポ」コンサートを高津市民館で実施する。

　（2�）2015 年３月 1日：「柳家喬太郎」落語会をエポックなかはらで実施する。
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４．広報活動
　（1）	�広報誌は年 3回発行する。新しくしたホームページでさらに充実した情報を提供

する。

　（2）	�各種団体等へ出向いて講話を実施し、いのちの電話の活動を紹介するとともに募金

活動にもつながるよう新たに取り組みを進める。この講話活動を円滑に実施するた

めに内部から講師を育成する。

５．委託事業
　（1�）2014 年 10 月 11 日：川崎市との共催事業「こころの健康セミナー」を開催する。

　（2�）「自死遺族ほっとライン」の運用と利用しやすいサービス時間変更などに取り組む。

６．助成金事業
　（1）	�川崎市民活動助成金事業は 3年目の最終年を迎えるため、市内で電話相談活動に

携わる他の市民団体・機関などとの「電話相談関係機関連絡会（仮称）」を開催する。

７．その他
　（1）インターネット相談：川崎センターとしても運用を始められるよう準備を進める。

　　　2014 年度はネットワークコーディネーター、および相談員を養成する。
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Ⅱ. この１年の歩み（事業報告）　

１．電話相談事業
　�　開局以来 27年目を迎えた 2013 年においても、24時間受信体制を維持した。実受信

数は 15,877 件（1 日平均 43.4 件）、実相談数は 14,009 件、うち自殺志向が 1,549 件	

（11％）だった。その中で 13 年目になる毎月 10 日に実施している「フリーダイヤル

自殺予防いのちの電話」の実相談数は 556 件、うち自殺志向は 147 件（26.4％）だっ

た。東日本大震災（宮城、岩手、福島、茨城 4県対象）の「いのちの電話震災ダイヤル」

は 9月まで実施し、実相談数は 414 件、内自殺志向は 29件（7％）だった。　

２．相談員の養成研修・継続研修
　�　相談員増員のための募集活動を、行政を通じての広報やポスターの作成、ホームペー

ジによる呼び掛けなど積極的に実施した。

　�　電話相談員の養成研修は、27期生、28 期生、29 期生に対して実施した。27期の相

談員は 13名が認定され、9月に認定式と歓迎会を行った。

　�　27 期までの相談員に対する継続研修（対象者 16 グループ、9月から 17 グループ、

年 12 回）については予定通り実施し、各人年 1回の義務スーパービジョンも行った。

また、組織内でスーパーバイザーを育成・確保するため、第 6期特別研修（研修生 6名）

の研修を引き続き実施した。その他、相談員対象に 2月、リフレッシュ研修を実施した。

　

３．財務
　賛助会員数　　　個人 131 件、法人 13 件　 合計 144 件（前年度 128 件）

　寄付協力数　　　個人   97 件、法人 42件    合計 139 件（前年度 183 件）

　�事業推進委員会の企画部及び製作部の活動による益金を法人の運営資金に繰り入れた。

４．広報・社会教育活動
　広報誌「川崎いのちの電話」（78号 、79 号、80号）を発行した（延べ 15,000 部配布）。

　事業案内（2013 年度事業計画と 2012 年度事業報告）を発行した（2,300 部配布）。

　�　公開講座として、川崎市・連盟と共催「こころの健康セミナー・FD自殺予防いのちの	

電話」葉祥明・張賢徳講演会（11月）、かわさき市民活動助成制度によるアルフォンス・

デーケン講演会（7月）、鳥越俊太郎講演会（1月）、29 期相談員養成研修の基礎講座

全 6回（2月、3月）を実施した。

　�　チャリティー事業として、千住真理子ヴァイオリンコンサート（7月）、柳家花緑落語会	

（2月）も実施した。
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５．会議・委員会活動
　�　理事会 2回（5月、 3 月）、評議員会 2回（5月、 3 月）開催。運営会議、相談員委員会、

研修担当者会、事業推進委員会（企画部、製作部、広報部）の各会議も実施した。

６．対外活動
　・日本いのちの電話連盟：総会、事務局長会議、補助事業推進委員会等に出席した。

　・いのちの電話相談員全国研修会おおさか大会（10月、大阪市）に参加した。

　・全国研修担当者セミナー（11月、名古屋市）に参加した。

　・東日本広報担当者会議（11月、横浜市）に参加した。

　・共催事業 JR東日本「いのちのホットライン」（2014 年 3月）に参加した。　

　・川崎市委託事業「自死遺族ほっとライン」に協力した。

　・市内外の中学校、各機関に講師派遣。　

　・各種の外部研修などに参加した。

　・各ライオンズクラブ、ロータリークラブの周年行事・例会等に参加した。
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Ⅲ. 2013年度収支決算書、 2014年度予算書

監査報告（要旨）
　会計監査の結果、資金収支報告書、事業収支報告書、貸借対照表、財産目録は、会計帳簿

の金額と一致し、法人の収支状況及び財政状況を正しく示しているものと認めます。

　　2014 年 5月 21 日　


